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□訪問看護支援室（訪問看護ステーション みすみ） 管理者　 松下美佐子

【2.取組内容と実績】

【1.体制】
　5月～8月は看護師5名、他月は看護師4名体制であった。

　2023年10月に開設以降、地域住民が住み慣れた場所

で安心して生活できるよう支援することを理念に掲げ、

訪問看護を行った。新規利用者獲得を目指し、訪問件数

200件/月以上を目標とした。

　相談件数は57件、うち新規依頼は42件であった。居宅

からの依頼が最も多く26件、次いで済生会みすみ病院11

件、他院からの紹介4件、家族から直接依頼が1件であっ

た。依頼内容は状態観察、内服管理・確認、保清・入浴

支援、在宅酸素管理、CAPD管理指導、緩和ケアなどで

あった。

（表１）
　利用者数は22名から36名と少しずつ増加しているが、

訪問延件数は4月から2月まではほぼ横ばいで経過し、3

月に目標の200件を超えた。利用者属性は、男性21名、

女性21名、平均年齢80.5歳（男性78.5歳、女性82.8歳）

であった。訪問地域別では三角町と大矢野町がいずれも

48％であった。保険別でみると、医療保険での介入が37

％、介護保険が63％であり、居宅からの依頼件数増加に

伴い、介護保険での介入割合が増加した。

　終了者は25名で、終了理由は、軽快など4名、他訪問

看護ステーションへ移行1名、死亡15名（うち在宅看取

り5名）であった。

【3.今後の課題】
　当ステーションの認知度はまだまだ低く、特に訪問看護

を知らないという地域住民は多い。関係職種への周知だけ

でなく、地域住民への広報活動を行っていく必要がある。

高齢社会において訪問看護の需要はあると考えられ、利用

者数は今後増加すると予測される。利用者1人1人にしっ

かりと対応できるよう、スタッフ間での情報共有、多職種

との連携をこれまで以上に意識していきたい。訪問看護の

質の維持・向上に努め、信頼を得られる訪問看護ステーシ

ョンでありたいと考える。院内・院外との連携の充実を図

り、地域住民が安心して生活できるよう、訪問看護として

地域作りに貢献したい。
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